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1. 平成30年6月期第1四半期の業績（平成29年7月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年6月期第1四半期 1,756 17.6 91 ― 76 ― 48 ―

29年6月期第1四半期 1,493 3.3 △19 ― △19 ― △21 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年6月期第1四半期 3.60 ―

29年6月期第1四半期 △1.77 ―

(注) 平成29年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に株式分割が行われたと仮定して、１株

当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年6月期第1四半期 6,514 3,790 58.2

29年6月期 4,396 905 20.6

（参考）自己資本 30年6月期第1四半期 3,790百万円 29年6月期 905百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年6月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

30年6月期 ―

30年6月期（予想） 0.00 ― 3.00 3.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

平成29年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

3. 平成30年 6月期の業績予想（平成29年 7月 1日～平成30年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 24.9 500 24.6 376 12.6 301 2.1 21.33

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年6月期1Q 14,717,350 株 29年6月期 12,277,350 株

② 期末自己株式数 30年6月期1Q 374,688 株 29年6月期 374,688 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年6月期1Q 13,493,966 株 29年6月期1Q 11,894,712 株

(注) 平成29年６月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、前事業年度の期首に株式分割が行われたと仮定し

て、発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

平成30年６月期第１四半期累計期間(平成29年７月１日～平成29年9月30日)の業績は、前年同期平成29年６月期

第１四半期累計期間の業績に比べて、売上は1,756百万円と263百万円の増収となりました。また、経常利益は76百

万円と95百万円の増益となり、四半期純利益も48百万円と69百万円の増益となり、売上、利益ともに第１四半期と

しては過去最高となりました。

売上については、インテリア商品ブランド「ブルーノ」が好調に推移し、中でもデザイン性に優位性のある「ホ

ットプレート」等のキッチン家電や「セラミックウォーマー」等の冬物家電が売り上げを伸ばしております。また

前年同期に比べて直営店が、収益性の高い複数ブランドで構成するハイブリッド型店舗を中心に８店舗増加したこ

とにより売り上げを伸ばし、売上高は1,756百万円(前年同期は1,493百万円)となりました。

利益については、売上が伸びたことに加え、売上総利益率が48.2％(前年同期は44.3％)と大きく改善したことに

より、営業利益は91百万円(前年同期は19百万円の損失)、経常利益は76百万円(前年同期は19百万円の損失)、四半

期純利益は48百万円(前年同期は21百万円の損失)といずれも過去最高となりました。

　

セグメントの業績は以下のとおりであります。

なお、前事業年度より、報告セグメントの区分を変更しており、前事業年度との比較・分析は変更後の区分に基

づいて記載しております。

住関連ライフスタイル商品製造卸売事業においては、前述の通り、ホットプレート等のキッチン家電を中心とし

たインテリア商品ブランド「ブルーノ」等自社商品ブランドが好調に推移したことで、売上高1,001百万円(前年同

期は915百万円)、営業利益は275百万円(前年同期は176百万円)となりました。

住関連ライフスタイル商品小売事業においては、９月にルミネ新宿に新業態インテリア雑貨ショップ「ブルー

ノ」を出店、また広告宣伝により販売強化を進めているＥコマースにおいて売上が前年同期よりも大きく上回った

ことから、売上高751百万円(前年同期は572百万円)、営業利益は15百万円(前年同期は14百万円)となりました。

デザイン事業においては、大型案件が減少したため、売上高2百万円(前年同期は5百万円)、営業利益は2百万円

(前年同期は5百万円)となりました。

今後は、新株式発行にて調達した2,860百万円を成長戦略を確実に実行するための投資資金および財務体質強化

のための運転資金に充当していきます。商品開発において主要３ブランド「ブルーノ」「ミレスト」「テラクオー

レ」へ選択と集中を行い、販売においては、インテリア雑貨ショップ「イデアセブンスセンス」＋トラベルショッ

プ「ミレスト」、またはインテリア雑貨ショップ「イデアセブンスセンス」＋オーガニックショップ「テラクオー

レ」等の高収益ハイブリッド型店舗を中心に積極的に出店を加速化し、新業態店舗ギフトショップ「グッドギフト

ゴー」を本格的に展開してまいります。また戦略的に広告宣伝を投入しＥコマース販売強化を行うことで、より粗

利の高い販路の売上拡大を図り、収益拡大に取り組んでいきます。またＲＩＺＡＰグループとのシナジーを最大限

に活用することで、増収増益を果たす所存であります。
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（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末における総資産の残高は、6,514百万円(前事業年度末は4,396百万円)となり、2,117百

万円増加しました。

流動資産は、5,844百万円(前事業年度末は3,780百万円)となり、2,064百万円増加しました。これは受取手形及

び売掛金の減少(236百万円)があったものの、現金及び預金の増加(1,908百万円)及び商品及び製品の増加(301百万

円)等があったことによるものであります。

固定資産は、645百万円(前事業年度末は616百万円)となり、29百万円増加しました。これは有形固定資産の増加

(15百万円)及び投資その他の資産の増加(13百万円)があったことによるものであります。

流動負債は、2,131百万円(前事業年度末は2,827百万円)となり、696百万円減少しました。これは支払手形及び

買掛金の増加(218百万円)があったものの、短期借入金の減少(992百万円)等があったことによるものであります。

固定負債は、591百万円(前事業年度末は663百万円)となり、71百万円減少しました。これは長期借入金の減少

(66百万円)等があったことによるものであります。

純資産は、3,790百万円(前事業年度末は905百万円)となり、2,884百万円増加しました。これは資本金の増加

(1,430百万円)、資本剰余金の増加(1,430百万円)及び利益剰余金の増加(24百万円)があったことによるものであり

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成29年８月８日の決算短信で公表いたしました通期の業績予想に変更はありませ

ん。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年６月30日)

当第１四半期会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 959 2,868

受取手形及び売掛金（純額） 1,053 817

商品及び製品 1,189 1,490

仕掛品 20 18

原材料及び貯蔵品 64 66

その他 492 582

流動資産合計 3,780 5,844

固定資産

有形固定資産 349 365

無形固定資産 43 44

投資その他の資産 223 236

固定資産合計 616 645

繰延資産 - 23

資産合計 4,396 6,514

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 462 681

短期借入金 1,940 947

未払法人税等 3 22

引当金 16 26

その他 404 453

流動負債合計 2,827 2,131

固定負債

長期借入金 560 493

リース債務 57 57

受入保証金 28 28

引当金 4 4

その他 13 8

固定負債合計 663 591

負債合計 3,491 2,723

純資産の部

株主資本

資本金 79 1,509

資本剰余金 388 1,818

利益剰余金 518 543

自己株式 △82 △82

株主資本合計 904 3,789

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 1 0

評価・換算差額等合計 1 0

純資産合計 905 3,790

負債純資産合計 4,396 6,514
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期累計期間
(自 平成28年７月１日
　至 平成28年９月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成29年７月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 1,493 1,756

売上原価 832 910

売上総利益 660 845

返品調整引当金戻入額 5 6

返品調整引当金繰入額 5 4

差引売上総利益 661 847

販売費及び一般管理費 680 755

営業利益又は営業損失（△） △19 91

営業外収益

為替差益 11 -

その他 0 0

営業外収益合計 11 0

営業外費用

支払利息 7 6

支払手数料 3 3

株主関連費用 0 2

その他 0 3

営業外費用合計 11 15

経常利益又は経常損失（△） △19 76

特別損失

固定資産除却損 1 -

その他 0 0

特別損失合計 1 0

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △20 76

法人税、住民税及び事業税 0 14

法人税等調整額 - 13

法人税等 0 27

四半期純利益又は四半期純損失（△） △21 48
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　株主資本の著しい変動

当社は、平成29年８月２日を払込期日とする公募増資による新株式発行により、普通株式2,440,000株を発行

しております。

この結果、当第１四半期累計期間において、資本金及び資本準備金がそれぞれ1,430百万円増加し、当第１四

半期会計期間末において、資本金が1,509百万円、資本準備金が1,818百万円となっております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成28年７月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業

デザイン事業 計

売上高

外部顧客への売上高 915 572 5 1,493 ― 1,493

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 915 572 5 1,493 ― 1,493

セグメント利益又は損失(△) 176 14 5 196 △215 △19

(注) １ セグメント利益又は損失(△)の調整額△215百万円は、各報告セグメントに配分していない当社の管理部門

に係る費用であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成29年７月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
損益計算書
計上額
(注)２

住関連ライフ
スタイル商品
製造卸売事業

住関連ライフ
スタイル商品
小売事業

デザイン事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,001 751 2 1,756 ― 1,756

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,001 751 2 1,756 ― 1,756

セグメント利益 275 15 2 293 △201 91

(注) １ セグメント利益の調整額△201百万円は、各報告セグメントに配分していない当社の管理部門に係る費用で

あります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

前事業年度より、デザインに関する事業の売上げが伸びてきたことにより、報告セグメントを従来の「住関連

ライフスタイル商品製造卸売事業」及び「住関連ライフスタイル商品小売事業」に、新たに「デザイン事業」を

加えて３区分に変更しております。なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報については変更後の区分によ

り作成したものを記載しております。
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